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＜＜＜＜小学生小学生小学生小学生・・・・中学生中学生中学生中学生・・・・高校生高校生高校生高校生のののの意見発表意見発表意見発表意見発表＞＞＞＞ 

 

おじいちゃんおじいちゃんおじいちゃんおじいちゃん、、、、おばあちゃんをおばあちゃんをおばあちゃんをおばあちゃんを大切大切大切大切にににに    
大塚小学校 ６年 石 黒 佑 依  

私のお母さんは、以前、老人ホームで働い

ていました。私は、学校が休みのときは、お

母さんのお手伝いをしていました。初めてお

手伝いをしたころの私は 

「お年寄りなんか苦手だし、おてつだいなん

てめんどくさい。」 

と思っていました。でも今の私はちがいます。

みんなにお年寄りを大切にしてもらいたい

と思います。 

 おじいちゃんやおばあちゃんと接してみ

て、いいところをたくさん見つけました。１

つ目は、おばあちゃんたちは手先が器用で、

私たちよりいろいろなことがずっと上手に

できることです。おばあちゃんたちは、ぬり

絵がすごく上手です。色合いもよく、細かい

ところまでていねいにぬっていて、できあが

りがかわいいです。例えばバラの花は、トゲ

までていねいにぬって、生き生きとしたバラ

の花ができあがります。そして、ていねいに

ぬったバラの花の絵を私にくれたときは、と

てもうれしかったです。 

 ２つ目は、おじいちゃんたちのお話が長く

ておもしろいことです。例えば、 

「塩津駅の近くにある居酒屋の枝豆がすご

くおいしいんだよな。おじょうちゃんも行

ったことあるか？」 

なんて、私にはあまり関係のないことを聞か

れます。私は、そんな居酒屋さんなんて知ら

ないけど、友達とは絶対に話題にならないよ

うな会話がとてもおもしろくて、笑いがとま

りませんでした。 

 確かに、お年寄りのお世話をするのは大変

です。食事や着がえ、トイレやお風呂など、

老人ホームで働いているお母さんの様子を

見ていると、私にはとてもまねできることで

はないと思います。でも、いずれは私たちも

おじいちゃんやおばあちゃんになります。そ

のときに、元気なかわいい子ども達に、 

「お手伝いなんてめんどくさい。」 

「やりたくないな。」 

なんて言われたら私

は悲しいです。だから、

元気な私たちが今の

おじいちゃんやおば

あちゃんたちのお手

伝いをして、うれしい

気持ちになってもら

いたいなと思います。

また、人見知りをする人や、あまり人とかか

わるのが得意ではない人もいると思います。

でも、おじいちゃんおばあちゃんは、いつも

にこにこしているので、こちらも自然とにこ

にこしてしまいます。おばあちゃんたちは、

きっと私たち子どもが大好きで、会いたいと

佑依さんは、明るい性格で、体を動かすことが大好きです。チアリーディングを習っ

ており、夏のふれあい活動では、笑顔いっぱいの、すばらしい演技を披露しました。前

期は学級委員として、クラスをまとめてくれました。 
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思ってくれているのだと思います。 

 おじいちゃんやおばあちゃんは、実際に接

してみると、やさしくて、おもしろくて、一

緒にいるだけでいやされます。だから、元気

な私たちがたくさんお世話をしたり、お話を

したりして、おじいちゃんやおばあちゃんに

元気をプレゼントしたいなと思います。 

 

言葉言葉言葉言葉のののの怖怖怖怖ささささ    
西浦小学校 ６年 丸 山 翔 悠 

「言葉の怖さ」これは僕が生活の中でいつも

感じていることです。普段何気なく使ってい

る言葉ですが、僕はある日をきっかけにして

言葉の使い方について考え直すようになり

ました。 

 今からおよそ４年前のことです。塾の帰り

に立ち寄ったコンビニでそれは起きました。

高校生か大学生くらいの男の人が会計を済

ませようとレジの列に並んでいました。僕と

兄はその人の後ろに並んでいました。そのと

き突然、若い男の人は、何かを取り忘れたの

か、並んでいた列から出て、どこかへ行って

しまいました。だから、僕は一緒にいた兄と

前に詰めて並ぶことにしました。しかし、そ

こへ戻ってきた若い男の人は僕たちに対し

て 

「おい、どけよ。おれが並んどっただろう。

何でお前らが詰めとるだ。」 

と、とても大きな声でどなってきました。そ

の瞬間、コンビニは静まり返りました。僕と

兄は黙り込んでしまいました。もちろん店員

さんや、周りのお客さんもみんな戸惑ってい

たのを今でも覚えています。そのとき僕はま

だ小学校３年生だったので、心の底から泣き

出しそうでした。コンビニから帰る車内で母

親にそのことを伝えると、 

「それは怖かったね。でも翔悠はお兄ちゃん

や弟に同じことをやってるでしょ。だから

それが降りかかってきたんじゃない。」 

と笑われてしまいました。一瞬にして目の前

が真っ白になりました。まさに「自業自得」

です。この自業自得という言葉は、母から毎

日のように言い聞かされていた言葉です。よ

く考えてみると、それまでの僕は受け止める

人の気持ちを何も考えず「うるせえな」「な

にやってんだよ」など、兄弟や友だちの心を

傷つけ、時には泣かせてしまったこともよく

ありました。でも、こ

の出来事のおかげで何

気なく自分の発した言

葉が人の心を傷つけて

いたことを初めて知り

ました。 

 この日から僕は言葉の使い方に気を付け

ようと決めました。言葉を発する前に、この

言葉が受け止める人にどう映るかを自分な

りに考えるようになりました。それ以降、身

の回りの人との関係が少しずつ変わってき

 丸山くんは、明朗活発で、いつも学級を明るくしてくれます。運動会では大将として、一

生懸命全校をリードしました。また、児童会活動や交通少年団員としても活躍する頼もしい

存在です。 
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ているような気がしています。けんかばかり

していた兄は、僕に優しく接してくれるよう

になりました。また、以前に比べてたくさん

の友達が僕に話しかけてくれるようになり

ました。 

 自分が発した言葉は良くも悪くも自分に

返ってくる。そんなことをあの出来事から学

びました。言葉は心も通じ合い、仲良くなれ

るとても便利なものです。しかし、その言葉

の使い方を間違えると人の心を傷つけてし

まう危険なものにもなります。普段の生活を

振り返ると、言葉を危険な方で使っている人

が多いように思います。だから、僕たちは言

葉の使い方をじっくり考えていかなければ

ならないと思います。 

 

大切大切大切大切にすべきにすべきにすべきにすべき物物物物    
中部中学校 ３年 川 口 杏 優 

目が見えなくてもギターを弾いて歌って

いる。耳が聴こえなくても手話で楽しく会話

をしている。足が悪くて歩けなくても堂々と

スピーチをしている。そんな方々と出会い、

ふれ合ったとき今までの自分のことがなん

だか小さく思えた。私にできることって何だ

ろう。 

 今年の春。私はボランティア活動に参加し

た。視覚・聴覚・精神など様々な障害をもっ

た方と出会い、どのような不便があるのか体

験をした。何不自由なく過ごしてきた私にと

って、それは衝撃の連続だった。目隠しされ

るだけで急に世界が広く思えた。それなのに

暗いせまい闇の中に閉じこめられたような

気分になった。とにかく怖かった。 

 つえを器用に使って歩く姿や、耳が聴こえ

なくても言葉を話す姿は、きっと私たちには

分からない、分かることのできない大きな壁

を上ってきたからだと思った。そんな姿に大

きな力をもらった。 

 そして私は、ある１つのことを学んだ。そ

れは、「障害があってもなくても同じいのち

である」こと。見た目や障害者という肩がき

があるだけで偏見をもたれ、苦しむなんて間

違っている。どうして偏見などもつ必要があ

るのか私には理解できない。それどころか大

切なことを学ばせてくれた。 

 彼らに出会ったことで私は「言葉」の見方

を大きく変えようと思った。「死んじゃえ」

「消えろ」そう言って本当に死んでしまった

らどうするのだろう。言葉の１つ１つに言霊

があってどの言葉を選ぶかで大きく変わる。 

 彼らのように私た

ちより重い何かを背

負ってゴールを目指

している人がいる。そ

れなのにたやすく「死

ね」なんて絶対に言え

ない。 

 この社会にいる全ての人が選ばれてきた

杏優さんは誰に対しても優しく、仲間からの信頼が厚いです。前期は副級長として学級を

まとめ、雰囲気のよい学級を作り上げました。生徒会では、副会長として誰からも愛される

中部中を目指してがんばっています。 
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人。２億分の１の確率で誕生してきた。消え

てもいい命なんて１つもない。みんな同じ大

切な命。これから生きていく中でどれ程の命

と出会えるか楽しみだ。 

 みんなと違っているから。感覚がずれてい

るから。そんな理由で人を簡単に差別せず歩

みより手を差しのべてみてください。きっと

あなたにとっても相手にとっても幸せにつ

ながるだろう。 

 誰の命も平等。全ての命を大切にし、感謝

の気持ちを忘れないこと。そして、自分にで

きることをやってみること。それは必ず誰か

の役に立っている。それが私の目指す明るい

社会への第一歩だと思う。 

 

 

 

家族家族家族家族とととと言葉言葉言葉言葉    
                         三谷中学校 ３年 太 田 純 泉 

「悲しみや苦しみがいつの日か喜びに変わ

るだろう I believe in future 信じて

る。」 

 これは、みなさんもよく知っている『ビリ

ーブ』という歌の一節です。私は、この歌に

とても思い入れがあります。 

 それは、私が姉と一緒に替え歌にして母の

誕生日にプレゼントしたものだからです。 

 この歌をプレゼントした理由。それは、母

に恩返しがしたいと思ったからです。あると

き、母に元気がないことがありました。そん

なときでも、私たちが悩んでいると、 

「お母さんは、いつでもあなたたちの味方だ

からね。ずっと一緒だよ。」 

 そう言って元気づけてくれました。そんな

母に元のように元気になってほしい。今度は

私たちが、この歌で勇気づけてあげて、少し

でも母の力になりたい。そう思ったのです。 

「悲しみや苦しみがいつの日か喜びに変わ

るだろう I believe in future ありがと

う。」 

 替え歌といっても「信じてる」を「ありが

とう」に替える、たったそれだけでした。  

それでも母は、今でもこのことを覚えてくれ

ています。 

 私たちにできることはそれぐらいだった

けど、この歌をプレゼントしたあと、少し母

が元気になってくれた気がしました。 

 そのとき、私は思いました。家族に互いを

思いやる気持ちがあれば幸せになれるんだ

と。そして、思

いやる気持ち

を言葉に表す

ことが大事な

んだと。 

 私は言葉の

大切さを感じ

たことが、学校

の中でもあり

ます。 

 私は中学校入学の時、転校してきました。

クラスはもちろん、学年全員知らない人ばか

 純泉さんは、自分からいろいろなことに挑戦し、いつも前向きです。吹奏楽部では、後輩

に分かりやすく指導をするので慕われています。整美委員会の副委員長として、教室環境の

整頓をみんなに呼びかけたり、コンクールの計画を立てたりと活躍しました。 
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りでした。そんな中、何人かの女子が声をか

けてくれました。そのときのことは、今でも

忘れません。不安でいっぱいだった私を救っ

てくれた気がしました。しばらくして、その

子たちとたくさん話せるようになり、今では

仲のよい友だちです。それから、どんどん友

だちが増えていきました。 

 また、吹奏楽部に入ったばかりの頃、希望

の楽器を担当することができず、落ち込んで

いることがありました。でも、先輩方や同級

生・先生、いろんな人が「がんばってね」と

声をかけてくれました。たった一言なのに、

それが嬉しくて、がんばろう、という気持ち

になれました。そして、今ではこの楽器が大

好きになり、この楽器に出合えたことを幸せ

に感じています。 

 こうした経験から、言葉は物事を伝えるた

めだけのものではなく、互いを思いやる気持

ち、信じる気持ち、そのものだと思います。

それは、家族はもちろん、学校や社会でも同

じことです。 

 私は、思いやりの心から出た言葉が、人と

人、そして、家族を結びつける大切な役割を

果たしていることを知りました、 

 だから、私は誰もが家族や人を思い、日々

の言葉を大切にする社会になっていけば、笑

顔がもっと増え、明るい生活ができるように

なると思います。私が今、笑顔でいられるよ

うに。 

 

ユニセフハウスをユニセフハウスをユニセフハウスをユニセフハウスを訪問訪問訪問訪問してしてしてして    
大塚中学校 ３年 鈴 木 あいり 

みなさんは、発展途上国の方の生活を知っ

ていますか。 

 私は、今年６月、修学旅行の班別首都分散

学習でユニセフハウスを訪問しました。 

 ここで、私は、衝撃を受けて帰ってきまし

た。私が知っていたのは、小さな小さな世界

の中だけだったのだと。将来、医療に関わる

仕事に就きたいと思っているのに、何も分か

っていない自分を恥ずかしく思いました。 

 ハイチやマリのビデオ。私は、今学校に行

っていますが、ハイチやチリの子どもたちは、

学校に行けず毎日辛い仕事をしていました。

食料もまともになく、栄養失調でなくなって

しまう子供も少なくありませんでした。 

 展示物。私がいちばん気になったものが、

ネパールで使われている水がめです。実際に

持ってみたら重過ぎて、少し歩くことさえ大

変でした。ネパールの子供たちは、約 15kg

もある水がめをもち、一日に何回も何回も水

くみをするそうです。私たち日本人は、蛇口

をひねれば水

が出てきます

が、世界の中に

は大変な思い

をして水を運

んでいること

を知り驚きま

した。発展途上国では、これが当たり前だそ

 鈴木さんは、明るく、誰に対しても本当に優しく接することができます。リーダーシップ

もあり、体育大会応援合戦では、副団長として、1 年から 3 年の仲間をまとめ、見事な演技

を披露してくれました。 
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うです。 

 でもこの当たり前だと思っていることを、

ユニセフのボランティアの方々は、変えるこ

とが可能だと話してくださいました。例えば、

日本では、３年前に東日本大震災が起こりま

した。そのとき、たくさんの人が募金したり、

震災のあった場所でボランティア活動をし

たりしました。そして、日本人が協力して、

だんだん東北が復興しているというのをよ

くテレビで見ます。ですから、震災があった

ときの日本のように世界全体で協力して活

動していけば、すべての地域でいろいろなこ

とができるということだそうです。 

 私は、今中学生です。でも、発展途上国の

方たちのために何かしたいという思いにか

りたてられ、ユニセフの方に質問しました。

すると、その答えは、 

「今は、勉強、部活動に一生懸命取り組むこ

と」 

でした。意外な答えで、少し驚きました。し

かし、世界を見て、ボランティアを経験して

きた方が力強く言われるからには、自分自身

で痛感し、強い思いがあるに違いありません。

難しくていやになってしまう勉強、辛くて大

変な部活動もできるだけで幸せなんだとい

うことを忘れず、今、自分にできる精一杯の

ことをやることが大切だと気づきました。今

の自分にできることを考えるよりも、自分の

置かれた環境に感謝し、そこで、一生懸命取

り組むことが、いつしか貧しい国の人たちに

役に立つことにつながるとわかりました。今

は、自分と向き合い、自分を磨いていくこと

が人の役に立つ第一歩だと思っています。 

 住んでいる国は違うけど、みんな同じ人間

です。すべての人が幸せな毎日を送れるよう

な世界になることを心から願い、自分の今で

きることを精一杯やっていきたいと思いま

す。 

 

誰誰誰誰もがもがもがもが安心安心安心安心できるできるできるできる社会社会社会社会    
蒲郡中学校 ３年 飯 田 奈 々 

６月のある日、私は友達と遊びに行くため

にバスを待っていました。バスが来るまでに

時間があったので、友達としゃべったり写真

を撮ったりして盛り上がっていました。する

と突然、友達が 

「危ない。」 

と私に叫びました。びっくりして後ろを振り

返ると、白い杖を持ったおじいさんが歩道の

点字ブロックの上を歩いていました。私はそ

れに気づかず、点字ブロックの上でじゃまを

していたのです。私はすぐに点字ブロックか

ら降りて、おじいさんに 

「すみません。」 

と言いましたが、私の声が小さすぎたからか、

おじいさんはそのまま行ってしまいました。

私の心の中は、後悔と申

し訳ない気持ちでいっ

ぱいになりました。 

 私は小学校のころ、福

祉実践教室を体験して

明るく、誰にでも親切な奈々さんは、クラスの仲間からの信頼も厚く、慕われています。

また、何事にも全力で取り組み、前向きに努力する姿は、みんなの模範となっています。前

期副級長として仲間を引っ張りました。 
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いたので、白い杖を持った人がどういった人

なのかを知っていました。そのときに、アイ

マスクをして友達に誘導してもらう体験も

していたので、目が見えないことがどれほど

怖く不安なことかということも想像できま

す。誘導してくれる友達が、 

「段差があるよ。」 

と教えてくれても、段差の高さも分からずと

ても不安でした。友達に誘導されていても怖

いのに、おじいさんは杖が頼りです。杖は人

のようにしゃべってはくれません。もし、あ

の日、私がおじいさんとぶつかっていたら、

そして転んでケガでもしたらと考えると、と

ても怖くなりました。 

 おじいさんにとって、その白い杖は目とな

っています。点字ブロックは道しるべとなっ

ています。目の見えない人が少しでも安心し

て生活していくために欠かせないものです。 

 この日の出来事は、小学校の福祉実践教室

で学んだことを、改めて思い出すいいきっか

けになりました。これからは、友達と遊んで

いるときや道を歩いているときに、常に周り

をよく見て目の不自由な人が安心して道を

歩けるような社会を作っていきたいです。ま

た、点字ブロックの上にゴミがあったら、転

んでしまいケガをするかもしれません。そん

なことにならないために、ゴミのポイ捨てを

しないようにしたり、歩道にゴミが落ちてい

たら、拾ってゴミ箱に捨てたりして、人のた

めに行動していくことが今の私達には必要

だと思います。 

 目の見えない人だけでなく、様々な人が安

心して暮らせる社会を作るために、困ってい

る人についてよく知って、私たち自身が杖と

なり、道しるべとなっていくことがたいせつ

ではないでしょうか。 

 

助助助助けけけけ合合合合うううう心心心心    
                            西浦中学校 ３年 牧 原 和 泉 

 私たちは、普段の生活の中で、何かに困り

誰かに助けを求めたくなるような場面にぶ

ち当たることがあります。 

 私が中学１年生のころ、名古屋分散学習に

行ったときのことです。グループごとに興味

のある職場を訪問させていただいたり、見学

地を訪れたりしました。ある目的地に向かう

途中、私たちのグループは駅の出口を間違え

てしまい、どっちへ行けばよいか分からず、

地図を見ながらきょろきょろしていました。

すると、近くでティッシュを配っていた若い

男の人が「迷っているの？」と声をかけてく

れました。その方は、私たちの目的地の場所

を知らなかったのですが、わざわざ携帯で調

べてくれました。目印に

なるものを示しながら、

道順をとても丁寧に教

えてくれました。その方

に「ありがとうございま

した。」とお礼を言うと、

「いいよ。いいよ。」と

笑顔で答えてくれました。困っていた私たち

 和泉さんは、いつも笑顔で周囲の雰囲気を明るくしています。また、自分が思ったことを

実行できる行動力があります。将来は、和食の料理人になって、人を喜ばせたいという夢を

持って、頑張っています。 
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に、自分から声をかけ、ここまで親切にして

下さったことがとてもうれしく、心に残りま

した。「今の若い人は･･････」なんていうこ

とがよく言われていますが、そんなことはな

いなと思いました。 

 しばらくして、今度は逆に私が人助けをす

る立場になるときが訪れました。西浦駅の近

くを歩いていたら、観光客の方に、 

「がん封じ寺の行き方を教えてくれない

か。」 

と声をかけられました。あのとき助けていた

だいたときのことを思い出しました。一生懸

命分かりやすい道順を考え、その方に説明し

ました。でも、あとから私の説明でちゃんと

行くことができたかなと、少し不安にもなり

ました。 

 その日の夕方、たまたま道を教えてあげた

観光客に出会いました。 

「さっきは教えてくれてありがとうね。ちゃ

んと着くことができたよ。」 

と言っていただきました。それまでの不安だ

った気持ちが一気に消え、頑張って考えなが

ら教えてよかったなという気持ちに変わり

ました。 

 今まで、私は困っている人を見かけても、

自分から声をかけることはできませんでし

た。自分に困ったことがあっても、周りに人

に尋ねる勇気もありませんでした。でも、名

古屋分散学習のとき、さっと手をさしのべて

もらった経験をしたことで、自分もおなじよ

うなことができるといいなと思うようにな

りました。そして、自分が何か人の役に立て

ることができ、お礼の言葉を言ってもらえた

とき、とてもうれしい気持ちになることも実

感しました。このように、助けてもらった経

験と何かをして感謝をされる経験がつなが

り、お互いに助け合う気持ちがどんどん広が

っていくといいなと思います。そして多くの

人が笑顔で過ごせる社会になることを願っ

ています。 

    

あいさつのあいさつのあいさつのあいさつの力力力力    
形原中学校 ３年 加 藤 の ん 

「こんにちは！」このように元気よく挨拶を

されて嫌な思いをする人はまずいないでし

ょう。私はこの言葉には不思議な、そして素

晴らしい力があると思っています。 

 挨拶の良いところは、何の準備もいらず、

いつでも、どこでも、誰にでも声をかけられ

ることです。また挨拶をすることで、人の印

象が変わることもあります。 

 それは私が小学校に入ったばかりの頃、母

と一緒に普段は通らない橋を渡ろうとした

ときのことです。すれ違うのも大変な幅のせ

まい橋を渡り始めると、中程に怖そうな中学

生、高校生が数名いました。彼らは欄干から

海に飛び込んで遊んでいました。服装が派手

加藤さんは、どんなことにも前向きに取り組むことができており、体育大会の看板作成委

員や合唱コンクールの指揮を務めています。そして、多くの人と接し、学校がみんなにとっ

て居心地のよい場所となるように努力しています。 

この作品は「第 64回社会を明るくする運動作文コンテスト」で、愛知県更生保護女性連盟

会長賞を頂きました。 
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で、髪を染めている人もいました。母も不安

そうで、もう引き返そうと思ったときのこと

です。その人たちが思いもよらず「こんにち

は！」と挨拶をしてきたのです。本当に意外

でした。私達もとっさに「こんにちは」と挨

拶し、何とも言えないさわやかな気持ちで彼

らの横を通り抜けることができました。挨拶

ひとつで、こんなにも人の気持ちや印象が変

わるのかと思った瞬間でした。 

 また、去年私がオーストラリアへ行ったと

きも挨拶のすばらしさを感じました。私は外

国へ行くのが初めてで、自分の英語が通じる

のかとても不安でした。最初、ホームステイ

先の子に会ったときのことです。金髪で灰緑

色の目をした彼女は大人びて見え、同い年と

は思えず、私の緊張は頂点に達していました。

何か言わなければと思い悩んでいたところ、

彼女が手を振りながら「Hello」と笑顔で話

しかけてくれました。思わず私も「Hello」

と自然に返すことができ、一気に気が楽にな

りました。さらに現地の学校を訪問したとき

には、すれ違う人が皆「Hello」「Hi」と必ず

挨拶をしてくれました。その挨拶によって気

持ちがほぐれ、少しずつ会話ができるように

なりました。挨拶には、人と人との距離を縮

め、仲よくさせてく

れる力があるのだと

実感しました。 

 挨拶は人と人とを

つなぐ第一歩である。

それをもっと身近な

ところで感じたこともありました。それは学

校の登下校のときです。近所の人に挨拶する

と、それがきっかけで「あれ、日曜なのに学

校？」「部活かぁ。頑張ってね。」と励まされ

たり、「お帰り。今日は随分早いんだね。」「授

業が午前中だけでした。」などと会話がはず

んだりしました。また挨拶をしながら資源ゴ

ミを仕分けしたり、資源ネットを一緒に広げ

たりすると、連帯感が心の中に広がりました。

挨拶がきっかけで、いろんな人たちとも気持

ちを一緒にすることができたのです。「知ら

ない人だからいいや」「恥ずかしいからやめ

ておこう」かつての私はそう思うことがあり

ました。でも今は違います。私は挨拶が大好

きです。みんながもっと気軽に挨拶をして声

を掛け合えば、災害時など、いざというとき

にも手を取り合えるはずです。挨拶の力で社

会はもっと明るく、より暮らしやすくなると、

私はそう信じています。

    

見見見見えないえないえないえない中中中中にこそあるにこそあるにこそあるにこそある大切大切大切大切なものなものなものなもの    
塩津中学校 ３年 岩 瀬 真 帆 

「お母さん、私どうすればいいの？」 

何もかもどうでもよくなる瞬間に頭をよぎ

る心の声。そんなイライラしたときに限って

母が声をかける。 

 岩瀬さんは、生徒会長として、塩津中を市内ナンバーワンの学校にしようと、歌声集会な

ど数多くの企画を成功へと導きました。思いやりに満ち溢れ、そばにいるだけで周りが幸せ

になれる人柄です。 

 この作品は平成 26年 8 月西尾市で行われた少年の主張愛知県大会で発表し、奨励賞を頂

きました。 
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「どうしたの真帆？顔が暗いよ。何か悩みご

とでもあるの？」 

心配した母の声に何度救われたことか。私の

自慢の家族です。 

 いつものように家族で夕食を囲んでいる

と、テレビ画面から嫌なニュースが飛びこん

できた。 

「15 歳少女が殺害された事件で、警察は 18

歳少年を逮捕しました・・」 

最近、少年による犯罪が増えたように感じ

るのは私だけでしょうか。中には少年が犯し

たとは思えないほどひどいものもあります。 

「少年による犯罪」この言葉をテレビや新

聞で見たり聞いたりするたびに、私は複雑な

気持ちになります。同じ「少年」という立場

として、なぜ罪を犯してしまったのか自分の 

身に置きかえて考えてしまうからです。 

「悪いことを悪いと思わない」逆に楽しさ

半分でやってしまうのでしょうか。命を重く

感じず、どちらかといえば軽く考えているの

ではないでしょうか。テレビゲームのリアル

化、インターネットの普及などがもたらす影

響、情報化社会の中で、正しいことを正確に

判断できる少年が減っている、あるいは教え

る大人がいないなど、さまざまな無責任が重

なり合い、招いている問題だと思います。 

少年であろうが、犯した罪の重さは大人と

同じはずです。私たちは人間としてこの世に

生まれた以上、責任と背中合わせで生きてい

かなければいけません。責任能力が低いから

という理由だけでは済まされない問題です。

少年でも自分の行動にもっと責任をもつべ

きです。そして、ツールを与える大人たちも

責任をもって与えるべきです。 

他にも、悩みやいらだちを抑えきれずに、

罪を犯してしまう少年たちもいるのではな

いでしょうか。これは悩みを相談できる家族

や仲の良い友人が近くにいない、特に人間関

係の希薄化が招いている問題だと思います。 

私と同じように「家族」をもっていても、

コミュニケーションがなければもっていな

いのと同じだと思うからです。共働きの家族

が増え、家族そろって食事をとる時間が減っ

たこと、電化製品の普及によって、テレビも

一家に一台から一部屋に一台の家庭が増え

たこと、同じ家にいても、家族と一緒にいる

時間が少なく、会話も極端に減り、悩みを打

ち明けにくくなっていると思います。親自身

も子どものＳＯＳに気づかずに、サポートす

るタイミングを逃してしまうといった悪循

環が招いているのではないでしょうか。 

子どもは大人を見ています。ときには助け

を求めます。心配してくれる、話を聞いてく

れる、見ていて

くれる人がそば

にいることが、

私たち子どもに

とって、大きな

支えとなります。 

便利さがもたらす物の豊かさも確かに必

要です。しかし、これ以上に必要なのは心の

豊かさです。東日本大震災のときに改めて気

づいた、「人の温かさ、絆」の大切さ。これ

こそ日本人が世界に誇れる財産だと私は思

います。 

日本の未来を担うのは、間違いなく私たち

です。社会から犯罪がなくなり、日本人同士

寄り添い合い、助け合える国になることを私

は望みます。 

私は家族だけでなく、仲間も大切にできる
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大人になりたい。だからこそ、生徒会の一員

としてみんなが通いたくなる素敵な学校を

創りたい。これが今の私にできることであり、

大きな目標です。 

「大丈夫だよ。お母さんが応援しているから

ね。気晴らしに買い物でも行こうか。」 

今日も母の明るい声に支えられ、私は明日へ

の一歩を力強く踏み出します。 

「行ってきます。お母さん。」 

 
人人人人のののの気持気持気持気持ちをちをちをちを考考考考えるえるえるえる 
                      三谷水産高等学校 ３年 下 地 隼 人 

 

 みなさんも一度は「体の不自由な方に優先

席を譲れ。」というような言葉を耳にしたこ

とがあるのではないでしょうか。私は小学生

のときに「お年寄りに席を譲りなさい。」と

いろいろな人に教わりました。そしてそれを

確かに実行してきたつもりです。しかし、高

校に入ってみるとあることに気づいたので

す。 

 私は高校に入学して、とても電車に乗る機

会が増えました。ある日の、帰りの電車での

ことです。私はぽっかり空いた優先席を見付

けました。最初は誰も座りたくないだけなの

かなと思いました。しかし、周囲には結構立

っている人が多いのです。おかしいなと思い、

少しその人達を見ていると、そこには 2 人、

楽しそうに立っておしゃべりをしているお

ばあさんがいたのでした。 

 そこで私は気づきました。その人達はその

おばあさん達に気を遣い、座れないのだと。

そして私は「高齢者の方や体の不自由な方の

ための優先席」という言葉に疑問を抱いたの

です。確かに私たち若い人間は席を譲るのが

当然だと思います。しかし、私たちだって本

当は疲れており、座りたいのです。それを我

慢し、高齢者の方のために座らないのです。

なのに、そこに高齢者の方も座らないとなれ

ば、それは無駄というものです。 

 もう 1つこれも電車での話です。ある満員

電車の中、私の目の前には恐らく立っている

のが辛いであろうおじいさんが 1人いました。

私は「この席どうぞ。」と譲ろうとしました。

しかし、おじいさんは「何だ坊主、俺がじじ

いだとでも言いたいのか？」と怒られてしま

いました。これも私に限らず似た状況を何度

か見かけました。確かに席を譲られるという

のは、少し目立ってしまうので嫌な気持ちに

なってしまうのも分かります。しかし、譲る

人の気持ちはもっと恥ずかしく勇気がいる

ことなのです。それを譲られた人がひどい言

い方で拒否してしまえば、も

う 2 度とあんな思いはした

くないと思ってしまうのは

当然ではないでしょうか。 

 人の気持ちを考える。私の

話したおばあさん、おじいさ

んがそれを考える人達だっ

 下地君は 3 年間室長を務め、クラスをまとめ、担任の先生をしっかり支えており信頼が厚

いです。増殖部では、黒アワビの養殖や水生生物の飼育を頑張っています。またボランティ

ア部にも所属し、地域の方々の役に立つ活動にも参加しています。 
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たらどうなっていたでしょうか。きっと素敵

なお話に変わっていたはずなのです。何も電

車だけではありません。歩きスマホは車の運

転手からすれば恐ろしい思いをする。ポイ捨

てをしたなら、それを拾わなければならない

人がいる。そんな人達が人の気持ちを考えら

れる人達だったなら。 

 私は、日常の些細な出来事からこのような

ことに気づきました。些細なことに、ありふ

れたことに、人の気持ちがあることを皆が考

えることが出来たなら、それこそ、きっと明

るい社会に少しずつ近づいていけると、私は

信じています。 

 

    

安心安心安心安心できるできるできるできる地域社会地域社会地域社会地域社会をつくるをつくるをつくるをつくる    
蒲郡東高等学校 ２年 甲 斐 聖 菜 

 私は以前、生徒会執行部・生徒会長という

貴重な経験を学校でさせてもらいました。私

が生徒会長になったときは、生徒会長という

とても重要な仕事が、私にできるかどうか不

安でした。そのことで、すごく悩み、時には

泣いたこともあります。生徒会の中でトラブ

ルが起きたり、なかなかまとまらなかったり、

仕事をうまく伝えることができなかったり

と、とても大変でした。そんな中でも常に励

ましてくれた友達がいました。悩みを聞いて

くれる先生・友達もいました。一緒に泣いて

くれた先輩・後輩もいました。また、挨拶運

動に参加してくれた仲間、いままで一緒に仕

事をしてきた生徒会執行部、私はとても多く

の人に支えられているのだと実感しました。 

 そのときに常に目標にしていたことが、

『地域に愛される蒲郡東高校』でした。その

第一歩として、私たち生徒会執行部は、毎月

ゼロのつく日にあいさつ運動を行いました。

最初は、たくさんの人が参加してくれました

が、時間が早い、朝の補講と重なる、などの

理由でだんだん参加してくれる人がいなく

なり、自然とあいさつ運動がなくなってしま

いました。そんなときに、大塚中学校の生徒

会執行部から「あいさつ運動を一緒にやりま

せんか？」と声をかけていただきました。最

初は 7 月 11 日に行う予定でしたが、雨天の

ため中止になりました。しかし、せっかくの

チャンスを無駄にはしたくありませんでし

た。その思いは大塚中学校の生徒会執行部も

同じだったらしく、14日に急遽行うことにな

りました。日にちが変更になったのでＳＮＳ

で呼びかけを行いました。しかし、週末だっ

甲斐さんは、吹奏楽部でサックスを演奏し、毎日練習を続ける努力家です。高校 1 年時よ

り、生徒会役員を務め、今年度前期はクラスの室長と生徒会長を兼任し、クラス内でも、学

校全体でもリーダーとして活躍しています。各種ボランティアにも積極的に参加するやさし

いお姉さんです。 

H26.7.14 三河大塚駅で行われた、蒲郡東

高校と大塚中学校のあいさつ運動の様子 
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たので参加者が集まらないのではないか？

と心配しましたが、駅についてみると、とて

もたくさんの人が集まっていました。とても

感動しました。参加してくれた人には感謝の

気持ちでいっぱいです。 

 あいさつを行うことは、あいさつをするほ

うも、されたほうも気分がよいです。目標で

ある『地域に愛される蒲郡東高校』を達成す

る第一歩になったと思います。 

 あいさつ運動以外に、私が積極的に取り組

んだ活動はボランティア活動です。豊橋市の

歩行者天国・さがらの森での文化祭のお手伝

い、そして、大塚小学校・大塚中学校・蒲郡

東高校共同で行う海岸清掃ボランティアな

ど、地域の人たちとふれ合うことのできる行

事に積極的に参加しました。 

 このような活動を通して私が感じたこと

は、1 人で行動するのではなく、みんなと協

力し合い、助け合っていくことは、明るい社

会をつくるということにつながると思いま

した。地域の人たちとの繋がりを大切にして

いけば、明るい社会だけではなく、私たちは

今までよりも安心して学校に通えると思い

ます。そのために大事なことは、私たちと地

域の方々の信頼関係を今以上に深める必要

があります。そのために最初にお話した、あ

いさつがとても大切なキーワードになって

くると私は考えます。また、地域の人が置い

ているゴミ箱を勝手に利用したりするなど

の迷惑行為を行わないと言うことも、お互い

の信頼関係を築くことにつながると思いま

す。あたりまえのことが、あたりまえにでき

るようになりたいです。 

 私のこれからの課題は『発信』です。生徒

会の立会演説会のときに私は自ら発信する

ということを公約しました。しかし、何をし

てよいかわからず中途半端に終わってしま

いました。その悔いを糧に、これからはあい

さつ・あたりまえのことをあたりまえにする

ことなどを私から発信していき『地域に愛さ

れる蒲郡東高校』をつくっていきたいと考え

ます。そして蒲郡東高校だけでなく蒲郡の全

ての学校でも同じように活動し、輪が広がっ

ていけば良いと思います。 

    

母母母母からのバトンからのバトンからのバトンからのバトン    
蒲郡高等学校 ２年 尾 﨑 葵 衣 

「反抗期」それは誰もが経験していくもの

です。もちろん、私も中学の頃にありました。 

でも、高校受験を通して私の反抗期は終わり

ました。受験が近づいていくにつれ、私は精

神的に疲れていきました。そのとき、母が言

った言葉は、「葵衣ならできる。大丈夫。」で

した。私はその言葉で、不思議と気持ちが軽

くなったことを今でも覚えています。 

 私には夢があります。それは、母のような

親になることです。どんなにくじけそうなと

きも支えてくれて、私の気持ちを理解しよう

としてくれる、優しくて、格好良くて、強い

女性になりたいです。今、テレビをつければ

「虐待」や「いじめ」などのニュースが絶え

尾﨑さんは、いつもやわらかな笑顔で回りを明るくしてくれます。夢は金融関係への就職。

まっすぐ目標に向かい、授業はもちろん、資格取得やビジネスアイディアコンテスト等にも、

積極的に取り組んで活躍しています。 
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ません。私が最近見たニュースで驚いたもの

があります。それは義理の父親が息子に「24

時間以内に死ね」と言い、息子は自殺してし

まったという事件でした。血がつながってい

ないことを理由に、そんなひどいことをよく

言えたなと思いました。息子は、言われたと

きどう思ったのでしょうか。考えただけで胸

が痛くなります。世の中にはこんな家族もあ

るのだと知りました。これらの問題はあって

はなりません。絶対に無くすべきです。しか

し、それは簡単なことではありません。みん

なの力や支えが必要だと思います。 

 先ほどから、偉そうなことを言っている私

ですが「困った人がいれば、すぐに助けられ

るし、これらの問題を無くすために大きな努

力をしています」とは言えません。声をかけ

ることはとても緊張するし、勇気がいります。

困っている人がいても何もしてあげられな

くて、後悔したことだって何度かありました。

だからこそみんなで社会を変えなければい

けないと思います。私は政治家でもなく、普

通の高校生です。だから社会全体を変える力

がない分、自分ができることをしたいです。

私ができることは、母が私にしてくれたよう

に私も相手の相談に乗って、気持ちを少しで

も軽くしてあげることだと思います。その問

題が解決できなくても、他の人に話すだけで

もだいぶ気持ちが楽になると思います。また、

私たち高校生をはじめ、多くの人が誰かを好

きになったり、何かに憧れたりしながら、夢

を追いかけていけば、社会は少しずつかもし

れないけど、前に進んでいくと思います。 

 例えば、私は将来、金融関係の仕事に就き

たいと考えています。理由は、以前、母が働

いていた職業だからです。実際に母が働いて

いるところは見たことはありませんが、きっ

と輝いていたと思います。私はこの夢のため

に授業も、商業部での資格取得もがんばって

います。私はこうして、母からたくさんの影

響を受け、教わってきました。それを母から

私、私から子ども、子どもから子どもへと続

けていけば、私の理想の社会になるかもしれ

ません。その可能性を信じて、未来のバトン

を繋げていきたいと思います。 
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